
■図表７　大会開催基本計画（抜粋）
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されている。「輸送」、「セキュリティ」、「出入国」、「文化」、など政府の役
割が期待される事項も多く盛り込まれており、各省庁での取組を加速して
いく必要がある。第６章には大会のレガシーを残すためのアクションを具
体化する５本の柱として、「スポーツ・健康」、「街づくり・持続可能性」、
「文化・教育」、「経済・テクノロジー」、「復興・オールジャパン・世界へ
の発信」が設定されている（図表８）。平成28（2016）年中期にまでに、
平成28（2016）年から平成32（2020）年までの具体的なアクションと平成
32（2020）年以降のレガシーが、「アクション＆レガシープラン」として
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